
　
美
津
島
町

知
に
県
市
定
文
化
財

の
出
居
塚
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
対
馬

で
は
最
も
大
き
な
墳
墓
で
あ
り
又
古

墳
時
代
と
し
て
は
最
も
古
い
、
全
長

40
ｍ
の
前
方
後
方
墳
で
す
（
し
ゃ
も

じ
形
を
し
た
古
墳
で
、
柄
の
先
端
部

は
四
角
、
受
け
身
も
四
角
に
な
っ
て

い
ま
す
）
。
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
銅
で
作
っ
た
矢
じ
り
・
管

玉
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
居
塚
古
墳
の
東
、
高
浜
の
子
曽

海
岸
に
国
指
定
文
化
財
の
根
曽
古
墳

群
が
あ
り
ま
す
。
前
方
後
円
墳
3
基

（
ひ
ょ
う
た
ん
を
縦
割
り
に
し
た
形

の
古
墳
で
前
が
四
角
形
、
後
ろ
が
円

形
に
な
っ
て
い
ま
す
）
に
円
墳
2
基

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
1
号
墳
は
全

長
30
ｍ
、
2
号
墳
は
36
ｍ
、
対
馬
で

は
珍
し
い
前
方
後
円
墳
で
す
。

　
出
居
塚
古
墳
は
4
世
紀
後
半
、
後

続
す
る
根
曽
古
墳
群
は
6
世
紀
後
半

ま
で
続
き
ま
す
。

　
子
曽
海
岸
の
西
方
、
入
り
江
を
は

さ
ん
だ
丘
陵
に
ほ
と
ん
ど
忘
れ
か
け

ら
れ
た
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　
根
曽
西
古
墳
で
す
。
山
尾
根
の
傾

斜
を
利
用
し
石
を
積
ん
だ
円
形
あ
る

い
は
方
形
の
古
墳
で
南
北
20
ｍ
、
東

西
15
ｍ
、墳
丘
の
高
さ
４
ｍ
、墳
頂
部

分
（
古
墳
の
天
辺
）
は
ひ
と
か
か
え

程
も
あ
る
石
が
積
ま
れ
、
墳
丘
の
裾

は
開
墾
に
よ
り
1
m
ほ
ど
削
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
墳
頂
部
か
ら
1
m
下
が
る
と
墳
丘

の
傾
斜
が
緩
や
か
な
段
丘
上
に
な
り
、

積
み
石
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
大
き
な

石
を
四
周
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
下
は
小
さ
な
石
を
積
み
上
げ

墳
丘
全
体
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
れ
だ
け
大
き
な
古
墳
で
す
が
今

ま
で
調
査
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
墳
丘
は
厚
い
腐
葉
土
に
覆
わ
れ
て

い
た
の
で
、
一
部
を
は
ぎ
取
る
と
6

世
紀
ご
ろ
の
須
恵
器
（
古
墳
時
代
の

灰
色
を
し
た
堅
い
焼
き
物
）
の
破
片

が
出
て
き
ま
し
た
。
墳
頂
部
分
は
荒

ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
棺
ま
で
被
害

が
及
ん
で
い
る
か
は
不
明
で
す
。

　
石
と
石
の
間
に
は
大
き
な
隙
間
が

あ
る
の
で
、
本
来
は
石
を
積
み
上
げ

る
た
び
に
土
を
か
ぶ
せ
、
さ
ら
に
石

を
積
ん
で
古
墳
が
築
か
れ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
墓
が
築
か
れ
た
当
初
は

全
体
が
土
で
覆
わ
れ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
隣
の
壱
岐
の
島
で
は
石
を
積
み
上

げ
て
古
墳
を
作
る
事
は
ま
れ
で
、
ほ

と
ん
ど
が
土
を
し
っ
か
り
と
固
め
て

古
墳
を
造
り
ま
す
。
対
馬
に
は
大
小

の
積
石
墓
が
あ
ち
こ
ち
に
所
在
し
て

い
ま
す
。
小
さ
い
の
は
直
径
2
ｍ
ぐ

ら
い
の
積
石
墓
（
又
は
積
石
塚
）
も

あ
り
ま
す
が
、
時
代
を
確
定
す
る
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ほ
か
に
古
墳
時
代
の
大
き
な
積
石

墓
と
し
て
は
美
津
島
町
の
池
の
浦
鼻

遺
跡
群
が
あ
り
ま
す
。

　
対
馬
で
古
墳
時
代
に
積
石
墓
が
多

く
見
ら
れ
る
要
因
の
1
つ
は
土
地
が

痩
せ
、
古
墳
を
築
造
す
る
材
料
と
な

る
赤
土
が
少
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
対
馬
の
古
墳
時
代
の
墓
の
構
築
形

態
を
考
察
す
れ
ば
一
つ
の
島
の
中
で

の
権
力
構
造
の
違
い
、
文
化
の
違
い

が
明
ら
か
に
見
え
て
き
ま
す
。
対
馬

全
体
が
均
質
な
古
墳
文
化
を
享
受
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
ご
と

に
（
浦
ご
と
に
）
少
し
ず
つ
変
化
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。こ
の
事
は
縄
文
・

弥
生
時
代
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
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心も身体も、ちょっと一休みしませんか。団
塊の世代の方も、ちょっと笑って心を癒やし
てみませんか?ご自身が体験されたことを書
き出してみると、楽しみが広がり、認知症の
予防にも繋がるかも知れません。

具をのせるだけの「のせパン」から、いろい
ろな素材や調理法を組み合わせた「まぜパン」、
食卓が盛り上がる「アイディアパン」、「食パ
ンスウィーツ」まで、パパッとつくれる食パ
ンレシピを紹介。

利尻山登山道で凍死体が発見された。被害者は
通信機器メーカーの技術者。彼が遺したのは「プ
ロメテウスの火矢は氷雪を溶かさない」という
言葉と１枚のＣＤ。彼の死には、日本の国防を
揺るがす重要な秘密が・・果たしてその秘密とは？

家族、または親子でつりを楽しむための入門
書。つり道具の揃え方、エサが苦手のママも
楽しめるお手軽つり、海や川へ遊びに行く「つ
いで」のつりの楽しみ方、つり具店の超便利
活用術などを簡単に紹介する。

『食パンでごちそう』�
グラフィス／編�

森　絵都／著�

『ちょっと笑ってみませんか』�
小川　千代子／著� 内田　康夫／著�

『氷雪の殺人』�

カツオブシが大好きなぼくのお父さん。今
日もお好み焼きにたっぷりかけると、カツ
オブシが踊り、歌いはじめ…。キュートで、
愉快で、バカバカしい、カツオブシ・ダンス
をたっぷり描いたユーモア絵本。

絵本『おどるカツオブシ』�

食を科学して、お料理の楽しさを伝える「台
所サイエンス」と、野菜・果物・調味料などが
食卓へ来るまでを紹介する「食の社会科見学」
を収録。『朝日小学生新聞』連載を加筆修正
し書籍化。

『食から学ぶ理科・社会』�
渋川　祥子／著� 上田　歩／著�

『家族・親子つり入門』�
児
童
書�

今月のおすすめ新着本�

一
般
書�

日　月　火　水　木　金　土�
 1　 2　 3
8   9  10　11  12  13  14 17  �
�

 4　 5    6　 7

1月の休館日�
休館日� おはなし会�

15  16  17  18  19  20  21  �
22  23  24　25  26  27　28�
29  30  31 

『
根
曽
西
古
墳
』�

●今月のおはなし会�
　1月21日（土）14：00より開催。楽しい内容いっぱいです。�
　みんな来てね！ �
●今月の特集コーナー�
　冬におすすめのあったかい本を準備しています。 �

ね
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